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かれこれ 10 年΄ど，Ոの近所のି農Ԃで十数௶の౔地を
आり，໺ࡊ作りをやっている。ق節にԠじいろいろな໺ࡊを
গしずͭ育て，ऩ֭をָしΜでいるが，ىߞから植෇け，֤
種栽培؅理，防除等すべてख作ۀでやっており，大ੲの農ۀ
を௥体験しているような֮ײである（ՈఉࡊԂなら౰たり前
か）。ౙはפ෩に震えͭͭ，Նはణりམちる΄どの大׼をか
きͭͭ作ۀをしていると，わ͟わ͟ٳ日を使ってなΜでこΜ
なۤ࿑をしているのかとࢥうこともあるが，それでも続けて
いるのは，やはりものを育てるաఔのָしさであり，खをか
けたものがཱ೿に育ちऩ֭できた時のୡ成ײであり，Կより
ऩ֭物を新઱なうちに৆ຯできる޾福ײ（༏ӽײʁ）である。
特にࢬ౾とスイートコーンはとれたてのຯが֨ผで，さらに
ᣐでるよりもスイートコーンならラップしてレンνン，ࢬ౾
ならমくかৠすと極上である。

また，農薬ۀքにいるࣗ分にとっては，農薬を使う対象の
作物がどういう育ちํをし，どういう防除が必要なのか等，
その作物の栽培上の特性を実体験でֶべることは大きなメ
リットとײじている。初めてམՖ生を育て，౔の中から実が
出てきたときはײಈしたし（֪の中からϋサミムシが出てདྷ
た時はムカͭいたが），ࡊԂにϋスモンϤトウが多いなとࢥっ
ていたら，その後県の農ۀ試験場から注意報が出てʮやはり
そうかʯとࢥったりもした。

さらに今年はՈఉࡊԂのメリットがもう一ͭ増えた。新ܕ
コロナのӨڹで l おうち時間 z が増加した中でのストレス解
ফである。ࡊԂでは 3 ີのʮさʯのࣈもなく，ࣗॗࣗॗの
中でもそれまでとมわりなくࡊԂに通い作ۀをしている。こ
のコロナՒで同༷にߟえたਓが多かったようで，໺ࡊබやՈ
ఉࡊԂの本がよくചれ，ି農Ԃの新規ܖ໿ऀもٸ増とのこと
である。

さて，おこがましい話ではあるが，ՈఉࡊԂをやりͭͭࢥ
う日本の農ۀのことをগしड़べたくࢥう。

これまでのܦ験で最もײじることは，一定඼࣭の作物をͭ
くるということはԿかとख間がかかるということである。ख
作ۀであり，プロ農Ոの技術ɾノウϋウは持ち合わͤていな

いので౰たり前のことではあるが，あれこれ作ۀをしている
うちに農薬԰として؊心の防除がૄかになって，草ᣔʑ，ප
害஬で葉がϘロϘロなΜてこともままある。実ࡍの農ۀ場面
では，֤種栽培技術，農ۀ機ց，農薬はじめ֤種農ࡐࢿۀ等
の進าにより農ۀ生産の効཰性はੲからݟれば֨ஈに上がっ
てはいるが，農Ոの高ྸԽ，農地のू໿Խ，大規模Խ，農産
物のۀ຿用్やւ֎༌出΁の対Ԡ等いくͭかのキーワーυか
らߟえれば，これからさらに効཰的な生産を໨的とした技術
開発が必要なことはࣗ໌のこととࢥう。スϚート農ۀがఏএ
され，種ʑの取り組みがなされͭͭあるが，ࡁܦ性を含めて
実૷がなされるよう๬Ήところであり，農薬԰としてもより
効཰的な防除ができる薬剤なり施用技術を開発していかͶば
ならないとײじる。最近は施用技術としてυローンࢄ෍が注
໨されているが，その有効性を場面͝とにしっかり確認しͭ
ͭల開をߟえ，また，そのଞにも؆ศでะ場規模にґらない
施用ํ๏のݕ౼も進めていくべきであろう。

もう一ͭࡊԂでؾになることとして，ࡢ今のఱީෆྑがあ
る。զがࡊԂでは，ࡢ年は大ܕ୆෩で作物が౗れ，今年は長
കӍでキϡウリがރれ上がった。ԹஆԽがڣばれてٱしいが，
ू中߽Ӎ，大ܕ୆෩，ҟৗ高Թ等農ۀにෆ適なؾ象現象は౰
たり前になっており，今後もそうなのであろう。ԹஆԽで֎
དྷの雑草や害஬が分෍֦大し，農ۀにѱӨڹを及΅すことも
೦されている（最近，水田雑草として話題の特定֎དྷ生物ݒ
ナガエπルノゲイトウをݟてきたが，これも原産地はೆถと
聞く）。

このようなީؾมԽ΁の対Ԡ技術もॏ要であり，農ۀ生産
の֤場面で中長期的対ࡦがとられていく必要があろう。ઌ
ൠ，農研機ߏの研究成果をまとめたʮ地ٿԹஆԽと日本の農
ೖしてಡみ進めている。Կかいいアߪもࢲ，されߦץʯがۀ
イσΟアでも出てདྷないものかとࡊԂでピーϚンをऩ֭しな
がらࢥっているところである。
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